
 
 

 

大好きな家族を笑顔にするためにできることはないか課題意識をもって考

え、すすんでお手伝いに取り組もうとする意欲をもつことができる。 
 

 

 
 
 

 

★児童が主体的に考えるための工夫 

生活科は児童が自ら関心をもち、課題を自ら設定したり、すすんで学

ぼうとしたりする意欲をもつことを大切にしている。その為今回の授業

でも、児童の言葉を認め、褒め、広げながら授業を展開していくことを

心がけたい。 

 

★活動への意欲をもたせるための工夫 

 「てとてとてとて」の読み聞かせを通して、自分の手ができることに

注目させる。自然と手でできることに注目させるようにすることで、児

童がお手伝いや家族の中の自分のこととして課題意識をもって学習に臨

めるようにする。 

 

★課題意識を高めるための工夫 

最初のお手伝いの後の発表会で「お手伝いの内容」と「工夫したこと

やコツ」について発表させることで、自分の行ったお手伝いを更に進化

させようという意欲をもたせたる。また、家族の一員として活動するこ

とに喜びを感じられるよう、家族に言われた言葉を「付箋」で残す。目

に見える形で残すことで児童の「やって良かったな。」という気持ちを想

起させると共に、児童が自分の成長を振り返られるようにする。 

研究主題に迫る手立て 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 



 
 

 

 

 
 

  絵本の読み聞かせを通して、子ど

も達が手でできることを考える学習課

題を捉えることができた。そこから、

自分ができることや家族にしてもらっ

ていることを想起したことで、全員が

課題に対して主体的に取り組むこと

ができた。 

一人一人を机間巡視する際「素敵だね」「それ、いいね」「その意見

もっと聞きたいな」など、ワークシートへ記入したことを称賛する声

かけを全員に行ったことで、児童が意欲的に家族のために自分が

できることを考えていた。授業の最後には、本時の目標である作

戦名を全員が立てることができた。 

振り返りの際には、子ど

も達からの願いを多く引き

出して、次時以降の学習へ

の意欲をもたせた方が良か

った。 


